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安全で健康に働くことができる環境整備について
～徳島ビルメンテナンス協会～
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事業場割合業種分類

100％15号 清掃・と畜

33.9％01 ビルメンテナンス

28.4％02 産業廃棄物

12.4％03 その他の廃棄物

2.1％04 火葬業

0.6％05 と畜業

16.6％09 その他の清掃・と畜
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ビルメンテナンス業 労働災害の推移（休業４日以上）

全国死傷災害 徳島
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令和２～６年 ビルメンテナンス業（全国死亡者数）

計６年５年４年３年２年令和 年
事故の型

3388692墜落・転落

5212転倒

5221はさまれ・巻き込まれ

211おぼれ

321高温・低温の物との接触

0有害物等との接触

633交通事故

81151その他

211分類不能

64131114179計

（単位：人）

※定型統計（業種別事故型別労働災害発生状況）による
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全国ビルメンテナンス業死亡災害事例 （令和６年）

災害の概要年齢
性別

被災時の
作業内容起因物事故の型

電球交換中に脚立の1.4ｍの高さから転落し
た。２時間程同様の作業をした後、倒れた。
病院に搬送されるが、４日後に死亡。

74歳
男電球交換脚立墜落・転落

鉄道車両の清掃後、手すり、足掛けを使って
降車する際に、バランスを崩し墜落した。脳
挫傷等のため入院加療したが、約半年後に肺
炎により死亡。

61歳
男

鉄道車両の
清掃昇降設備墜落・転落

建物清掃を行う作業員２名が車で夜中に移動
中、赤信号で交差点に進入、右折したところ
へ直進車と衝突した。

72歳
男移動中乗用車交通事故

４階建ての窓清掃をロープ高所作業により
行っていたところ、メインロープ及びライフ
ラインが外れ、約13ｍ墜落した。

45歳
男窓清掃ロープ墜落・転落

自転車で公園を巡回中、転倒し頭部を打撲。
療養していたが20日後に死亡。

79歳
男巡回自転車転倒

階段をハンディタイプの掃除機で清掃中、8
段目付近から１階床まで転落。

73歳
男清掃階段墜落・転落



ビルメンテナンス業の労働災害を
事故の型別にみると、次の３つの
災害が多くなっています。
１ 転倒災害
２ 墜落・転落災害
３ 動作の反動・無理な動作

転倒災害は女性の割合が多い。
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徳島県内のビルメンテナンス業事故の型別発生状況（平成12年～令和６年）



徳島県内のビルメンテナンス業年代別事故の型別発生状況（平成12年～令和６年）
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労働者の転倒災害（業務中の転倒による重傷）を防止しましょう

50歳以上を中心に、転倒による骨折等の労働災害が増加し続けています事業者は
労働者の転倒災害防止のための措置を講じなければなりません



18



19

転倒予防のために適切な「靴」を選びましょう
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高齢者は筋力、バランス能力などの身体能力が低下し、転倒など
のリスクが高くなります。

また、高年齢の女性は骨折することにより、休業が⾧期化しやす
いことが分かっております。骨折により生活に支障をきたすことに
なると、被災者自身の移動、排せつなどが不便となり、場合によっ
ては、介助が必要となる災害もあります。

このため、高齢者の転倒対策は大変重要であり、安全で健康に働
く職場環境整備が求められています。

こうしたことから、STOP!転倒災害プロジェクトを推進し、更に、
エイジフレンドリーガイドラインの周知に取組むことにより、転倒
災害を少なくすることが重要です。

高年齢労働者の労働安全衛生対策
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高年齢労働者の労働安全衛生対策

ハード面の対策
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高年齢労働者の労働安全衛生対策

敏捷性や持久性、筋力の低下、集中力の低下などを考慮

労働者が働き易い職場に

転倒予防策

作業内容の見直し

・複数人で、小分けして

勤務時間の見直し

・短時間、週４日勤務

ゆとりのある作業

・作業スピード、作業姿勢

ソフト面の対策

体力状況

・体力チェック
自身の転倒リスクを確認

・自身の体力に合った作業内容

体操の取入れ

・転倒、腰痛予防体操

・体力の維持

教育



高年齢労働者の労働安全衛生対策

１ 労働者に対する教育

 作業内容とリスクについて理解させる。
写真や図、映像等の文字以外の情報も活用する。
理解するには、繰り返して行うことが有効。

 他業種からの再就職、経験のない仕事のリスクは高い。
再就職でも危険作業に対応する教育は必須。
知識による災害防止

２ 管理監督者等に対する教育

 教育を行う者や管理監督者、共に働く労働者に
高年齢労働者に特有の特徴と対策の教育
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化学物質による労
働災害防止のため
の新たな規制につ
いて（安衛則改
正）

「職場における新たな化学物質規制が導入されます」
（R4.8）[PDF 2.9 MB]

「労働安全衛生法の新たな化学物質規制」
（R4.9.7）[PDF 1,925 KB]
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◆労働安全衛生衛則の一部改正により、令和6年4月1日から
①皮膚等障害化学物質等を製造又は取り扱う場合は不浸透性の保護具の使用が義務
②保護具の適切な選択、使用、保守管理を行う「保護具着用管理責任者」の選任義務

主に「保護具着用管理責任者」の皮膚障害等防止用保護具の適切な選択・使用・保守管
理の推進するために作成（化学防護手袋の選定方法等を取りまとめ）。

★『皮膚障害等防止用保護具の選定マニュアル』を公表（厚生労働省）
（第1版令和6年2月）

●リーフレット（８Ｐ）（PDF0.7MB）★冊子(全116Ｐ）2024年2月（PDF 8.4 MB）

(添付)資料１：保護具使用義務物質リスト
（皮膚等障害化学物質：1150種）

資料２：耐透過性能一覧表
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ご静聴ありがとうございました。

55


